
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
民
間
給
与
の
実
態
調
査
が
進
ん
で

お
ら
ず
、
人
事
院
勧
告
が
大
幅
に
遅
れ

て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
取。

り
組
み
は
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

８
月
５
日
、
公
務
員
連
絡
会
が
「
２

０
２
０
年
人
勧
期
に
お
け
る
要
求
書
」

を
人
事
院
に
提
出
し
、
人
勧
期
の
取
り

組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

（
中
央
本

。

部
も
同
日
に
要
求
書
を
提
出

）。

林
野
労
組
で
は
、
各
地
本
・
分
会
に、

お
い
て
要
求
書
を
提
出
す
る
と
と
も
に

２
０
２
０
年
人
勧
期
署
名
行
動
「
ネ
ッ
ト

シ
グ
ネ
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し

た
。８

月

日
に
は
、
林
野
労
組
近
畿
中
国
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地
本
と
、
国
公
関
連
労
働
組
合
連
合
会
近

畿
地
区
協
議
会
（
議
長
・
大
阪
国
税
労
働

組
合
浦
田
晃
介
中
央
執
行
委
員
長
）
の
連

名
で
、
大
場
昌
弘
人
事
院
近
畿
事
務
局
長

に

「
２
０
２
０
年
人
事
院
勧
告
に
関
わ
る

、
要
求
書
」
を
提
出
し
交
渉
を
実
施
し
ま
し

た
。

ま
た
、
９
月
１
日
に
は
、
人
事
院
本
院

と
、
公
務
員
連
絡
会
幹
事
ク
ラ
ス
に
よ
る

２
０
２
０
年
人
勧
期
要
求
に
関
わ
る
交
渉

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
２
０
２
０
年
人
勧
期
署
名
行
動

「
ネ
ッ
ト
シ
グ
ネ
」
の
取
り
組
み
で
、
全

国
の
仲
間
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

万

筆
の
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3,379

署
名
が
提
出
さ
れ
、
民
間
給
与
実
態
調
査

や
人
事
院
勧
告
作
業
の
状
況
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
、
諸
手
当

や
再
任
用
職
員
の
給
与
な
ど
、
労
働
諸
条

8月31日 人事院近畿事務局長へ要求書を提出

（写真左・浦田議長、右・大場局長）

件
に
つ
い
て
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

人
事
院
は

「
今
年
の
民
間
給
与
実
態
調

、

査
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
の
影
響
か
ら
、
ボ
ー
ナ
ス
等
の
調
査

を
先
行
し
て
実
施
し
、
月
例
給
の
調
査
に

。

つ
い
て
は
８
月

日
か
ら
実
施
し
て
い
る
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勧
告
時
期
等
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は

は
っ
き
り
と
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
が
、
人

事
院
と
し
て
は
、
国
会
と
内
閣
に
必
要
な

勧
告
・
報
告
を
行
う
べ
く
、
鋭
意
検
討
・

準
備
を
進
め
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
時

差
出
勤
・
出
勤
困
難
な
場
合
の
特
別
休
暇

の
措
置
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
さ
ら

さ
れ
る
業
務
に
従
事
し
た
た
め
発
症
し
た

疾
病
に
つ
い
て
は
公
務
上
の
災
害
と
な
る

な
ど
、
対
策
を
講
じ
て
き
た
。
今
後
も
感

染
状
況
、
感
染
症
対
策
業
務
に
関
す
る
状

況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
必
要
な
対
応
を
行

っ
て
ま
い
り
た
い

」
と
回
答
し
ま
し
た
。

。

こ
れ
に
対
し

「
職
員
の
給
与
、
勤
務
条

、

件
を
適
正
に
確
保
す
る
と
い
う
人
事
院
の

役
割
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ

て
く
る
。
今
後
の
人
事
院
勧
告
に
向
け
た

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
も
今
日
の
段
階

で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
引
き

、

。
」

続
き

前
広
な
情
報
提
供
を
強
く
求
め
る

と
要
望
し
、
交
渉
を
終
え
ま
し
た
。

◆
菅
内
閣
の
発
足
を
受
け
、
各
マ

ス
コ
ミ
が
実
施
し
た
世
論
調
査
で

は
、
支
持
率
が
歴
代
３
位
の
高
さ

と
な
っ
た
◆
不
支
持
率
は

％
。
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新
型
コ
ロ
ナ
の
対
応
な
ど
で
低
迷

し
て
い
た
支
持
率
も
、
人
が
変
わ
れ
ば
変
わ

る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
◆
一
方
の
野
党

は
、
合
流
新
党
を
結
成
し
た
新
し
い
立
憲
民

主
党
の
支
持
率
に
大
き
な
変
動
は
な
か
っ

た
。
今
後
に
期
待
し
た
い
◆
菅
首
相
は
就
任

後
の
記
者
会
見
で

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

、

ス
へ
の
対
応
を
最
優
先
課
題
と
し
、
経
済
再

生
と
の
両
立
を
目
指
す
。
ま
た
、
行
政
の
縦

割
り
体
質
・
前
例
主
義
を
打
破
し
、
既
得
権

益
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
規
制

改
革
に
全
力
で
取
り
組
む
た
め

『
国
民
の

、

た
め
に
働
く
内
閣
』
を
つ
く
る

」
と
表
明

。

し
た
◆
河
野
太
郎
行
政
改
革
担
当
大
臣
を
中

心
に
進
め
る
と
し
て
、
規
制
改
革
を
政
権
の

ど
真
ん
中
に
置
き

国
民
の
意
見
を
聞
く

縦

、

「

割
り

番
」
を
設
置
し
た
◆
安
倍
政
権
の
継
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承
と
い
い
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
新
設
や

地
方
経
済
の
活
性
化
な
ど
の
独
自
色
も
に
じ

ま
せ
、
あ
た
か
も
新
し
い
改
革
が
始
ま
る
と

の
期
待
感
を
感
じ
さ
せ
る
手
法
は
な
か
な
か

の
も
の
で
あ
る
◆
し
か
し
、
主
要
閣
僚
は
留

任
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
来
年
予
定
さ
れ

て
い
る
自
民
党
総
裁
選
ま
で
は
、
大
き
く
体

制
を
変
え
る
考
え
は
な
い
よ
う
だ
◆
臨
時
国

会
が

月
下
旬
に
召
集
さ
れ
る
方
向
で
調
整

10

さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
の
見
通

し
が
見
え
な
い
中
で
、
菅
首
相
就
任
後
、
初

の
国
会
と
な
る
だ
け
に
、
与
野
党
の
実
の
あ

る
論
戦
を
期
待
し
た
い

（
吉
）

。
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